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会議記録 

会 議 名 平成３０年度 第１回 杉並区文化・芸術振興審議会 

日  時 平成３０年７月２４日（火）午後６時００分～午後６時５６分 

場  所 杉並区役所 東棟６階教育委員会室 

出 席 者 〔委員〕曽田修司（会長）、板倉徳枝、菊地一浩、後藤朋俊、坂根シルッ

ク、佐藤信、谷原博子、中村陽一、花柳琢兵衛、米屋尚子 

〔区〕地域活性化担当部長（安藤利貞）、文化・交流課長（幸内正治） 

〔事務局〕文化・交流課 

欠 席 者  

配布資料 資料１ 杉並区文化・芸術振興審議会委員名簿 

資料２ 第１回杉並区文化・芸術振興審議会席次表 

資料３ 杉並区文化・芸術振興審議会条例、部会設置に関する取り決

め 

資料４ 東京２０２０オリンピック・パラリンピックに向けた文化プ

ログラムの取組 

資料５ 東京２０２０オリンピック・パラリンピックに向けた取組経

過について 

資料６ 和文化発信プログラム「ＢＡＴＡ ＡＲＴ ＥＸＩＢＩＴＩ

ＯＮ」パンフレット 

資料７ 杉並ゆかりの文化人リーフレット 

会議次第 〔議事〕  

１ 開会 

２ 審議会委員の委嘱 

３ 審議会委員の紹介 

４ 会長の選出 

５ 副会長の指名 

６ 部会の設置、部会委員の指名 

２ 報告事項 

 （１）東京２０２０オリンピック・パラリンピックに向けた取組につ

いて 

 （２）アーカイブ映像事業（平成２５年度～）について 

（３）その他 

主な発言 別紙のとおり 
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発言者 発言内容 

 － 開会 －  （午後６時００分） 

 １ 開会 

地域活性化担当部

長 

それでは、定刻になりましたので、平成３０年度の第１回杉並区の文

化・芸術振興審議会を開催いたしたいと思います。本日はお忙しい中お集

まりいただきましてまことにありがとうございます。 

私は、本日の進行役を務めさせていただきます、杉並区の地域活性化推

進担当部長の安藤と申します。会長が選出されるまでの間、進行役を務め

させていただきますので、よろしくお願いいたします。 

まず、審議会に先立ちまして、区側の出席者を紹介いたします。 

文化・交流課長の幸内正治です。 

文化・交流課長 幸内です。よろしくお願いいたします。 

 ２ 審議会委員の委嘱 

地域活性化担当部

長 

それでは、次第に沿って進行いたしたいと思います。 

最初に、審議会委員の委嘱状の交付でございます。本来でしたら区長か

ら委員の皆様に直接お渡しするところでございますが、本日は区長が都合

上欠席のため、申しわけございませんが、皆様の席上に配布してございま

すので、そちらで委嘱とさせていただきたいと思います。 

 ３ 審議会委員の紹介 

地域活性化担当部

長 

続きまして、ご出席の委員の皆様のご紹介に移りたいと存じます。紹介

は、自己紹介ということでよろしくお願いいたします。 

委員 はじめましての方もいらっしゃいますし、ご無沙汰しております方もい

らっしゃいますが、跡見学園女子大学のマネジメント学部というところで

アーツ・マネジメントをやっております曽田と申します。よろしくお願い

いたします。 

委員 またお目にかかれてうれしいです。杉並ユネスコ協会から参りました板

倉です。よろしくお願いいたします。 

委員 杉並区文化団体連合会の会長を務めております、花柳琢兵衛と申しま

す。どうぞよろしくお願いいたします。 

委員 芝居を書いたり、演出したりしておりますが、杉並区では、座・高円寺

の芸術監督を務めさせていただいています。昨年は１年間、ここの会長を

務めさせていただいて、ふつつかな会長でしたけれども、皆さんのご協力

で、滞りなく務められたと思うので、心ばかりのお礼を申し上げます。佐

藤信です。よろしくお願いいたします。 

委員 東京農工大学でグローバル人材、グローバルな大学院生を育てるリー

ディング大学院というところで特任の教員をしております坂根シルック

と申します。よろしくお願いいたします。 

委員 杉並区内の小学校で学校地域コーディネーターをしております、谷原博
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子と申します。どうぞよろしくお願いいたします。 

委員 日本フィルハーモニー交響楽団の常務理事をしております。事務局長も

兼任しております。後藤でございます。よろしくお願いいたします。 

委員 杉並公会堂の館長をさせていただいております、菊地一浩と申します。

よろしくお願いいたします。 

委員 日本芸能実演家団体協議会、通称・芸団協というところで、実演芸術振

興部長を務めております米屋と申します。どうぞよろしくお願いいたしま

す。 

委員 立教大学の社会人対応の大学院で２１世紀社会デザイン研究科という

ところにおります、中村と申します。よろしくお願いいたします。 

地域活性化担当部

長 

ありがとうございました。 

ただいま、委員の方から自己紹介をいただきましたが、本日は、山村委

員がお仕事の都合上、少しおくれるとのことですので、おいでになられま

したら、また自己紹介をお願いしたいと思います。 

 ４ 会長の選出 

地域活性化担当部

長 

それでは、次第に沿いまして、会長の互選に移りたいと存じます。 

資料３を見ていただきたいと思いますが、杉並区の文化・芸術振興審議

会条例第４条第１項の規定に基づきまして、本審議会の会長の選出をお願

いしたいと思います。 

規定では、会長は委員の互選による選出となってございますが、どなた

か会長に立候補する方、またはご推薦の方はいらっしゃいませんでしょう

か。 

委員 先ほどご挨拶で申し上げましたが、昨年会長をやらせていただく際に、

曽田委員が長期海外にいらっしゃっている間、代行のつもりでお引き受け

したというようなご挨拶をしたと覚えておりますが、曽田委員がお帰りに

なりましたので、前会長の曽田委員を推薦して、ご同意を得たいと思いま

すが、いかがでしょうか。 

地域活性化担当部

長 

よろしければ、拍手でご承認をお願いします。 

 （拍手） 

地域活性化担当部

長 

それでは拍手でご確認いただきましたので、曽田委員を本審議会の会長

に決定いたします。 

それでは、会長、お席のほうに移動をお願いしたいと思います。 

 （曽田委員、会長席へ移動） 

地域活性化担当部

長 

それでは、会長からまずご挨拶をお願いしたいと思います。なお、これ

以降の進行につきましては、会長にお願いしたいいたします。よろしくお

願いします。 

会長 皆様のご指名をいただきまして、身に余る大役でございまして、きちん

と大役を果たせるかどうか自信がないところですが、皆様のご協力のもと
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に審議を進めさせていただきたいと思います。よろしくお願いいたしま

す。 

 ５ 副会長の指名 

会長   それでは、次第によりまして、５番目の項目が「副会長の指名」という

ことでございます。 

審議会条例第４条第３項の規定に副会長を１人置くとあります。これは

私から指名をさせていただければと思います。 

この会議に、私、２年間のブランクがありますので、ここはこれまでに

引き続き、杉並ユネスコ協会で副会長をされていらっしゃいます板倉委員

にお願いしてサポートをいただきたいと思っております。よろしいでしょ

うか。 

 （拍手） 

会長 どうもありがとうございました。 

 （板倉委員、副会長席へ移動） 

会長 では、どうぞよろしくお願いします。 

 ６ 部会の設置、部会委員の指名 

会長 続きまして「部会の設置、部会委員」の指名という項目に移ります。 

現在、杉並区では、区内の文化・芸術活動への参加や鑑賞の機会を拡充

するため、区内で行われる文化・芸術活動事業に助成金を出しております。

部会は、この助成金に申請のあった事業について、助成金を交付するのに

適した事業なのか、助成金を交付することで事業の質が上がるのかなどを

審査しているということでございます。この部会につきまして、審議会条

例第６条第２項に基づき、これは私が委員の指名をさせていただくことに

なっているようでございます。 

ということでございますので、この３月までこの部会員として助成金の

審査に携わっていただきました座・高円寺芸術監督の佐藤委員、日本フィ

ルハーモニーの後藤委員、芸団協の米屋委員と東京オリンピックに向けて

海外との交流という視点をお持ちの坂根委員に新たに部会の委員として

ご尽力いただければと考えておりまして、このほかに私が加わりまして、

以上５名ということで部会の委員を構成したいと考えております。以上の

指名ということですが、よろしいでしょうか。 

 （拍手） 

会長 ありがとうございます。 

 ７ 報告事項 

（１） 東京２０２０オリンピック・パラリンピックに向けた取組経過

について 

会長 それでは、続きまして、７番の報告事項ということでございますが、そ

の前に、傍聴について、本日はどういう状況でしょうか。 

文化・交流課長 本日は傍聴はございません。 
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会長 それでは、配布されております資料の確認を事務局からお願いいたしま

す。 

文化・交流課長 それでは、私のほうから資料の確認をさせていただきます。本日配布し

ております資料ですが、１番上の次第に配布資料の一覧がございますの

で、これに照らし合わせて確認をいただければと思います。もし、資料に

不足等がございましたら、事務局職員が参りますので、手を挙げていただ

ければと思います。よろしくお願いします。 

会長 皆様、よろいでしょうか。それでは、次第によりまして、報告事項「東

京２０２０オリンピック・パラリンピックに向けた取組経過について」事

務局から説明をお願いいたします。 

文化・交流課長 それでは、昨年８月に取りまとめました資料４の「東京２０２０オリン

ピック・パラリンピックに向けた文化プログラムの取組」の概要について、

簡単にご説明をさせていただきたいと思います。 

初めに、１ページの２の（１）をご覧いただきたいと思います。この文

化プログラムでは、杉並区が目指すアクションといたしまして、一過性の

大きなイベントを行うのではなくて、草の根的に区の持つハード、ソフト

の既存資源への支援を強化して発展させ、区民参加（アクション）を促し

ていくということとしております。そして、区ではレガシーを「未来へ繋

がる感動や体験」と捉え、文化プログラムの支援に積極的に取り組んで行

くことで、子どもたちを初め、区の全ての人が杉並に住んで良かったと感

じることができる、感動・体験の場を創出していくこととしております。 

次に、２ページの（２）をごらんいただければと思います。区が抱える

目標としまして、３点の目標を定めております。 

１点目は、杉並区が持つ文化・芸術・人材等の既存資源を活用いたしま

して、新しい価値観・感動を生み出すことで、「ＳＵＧＩＭＡＭＩ」を国

内外に発信していく。 

２点目は、区内の文化・芸術に関する環境を整え、次世代を担う子ども

たちに感動と体験の場を提供していく。 

３点目は、文化プログラムへの支援を通じて、より多くの区民がオリン

ピック・パラリンピックに参加する機会を創出していくこととしてござい

ます。 

この目標の達成に向けまして、３で「目標の達成に向けた具体的な取組」

として、６つの取組を推進していくこととしています。 

１つ目が「文化・芸術活動助成事業の活用」、２つ目が「協働提案事業

における和文化発信に向けた取組」、３つ目が「アートサポーターの育成」、

４つ目が「交流自治体『南相馬市』との連携」、５つ目が「杉並の魅力を

国内外へ発信する取組」、６つ目が「教育部局との連携」となってござい

ます。 

区の文化プログラムの概要説明については以上でございます。 

次に、この６つの具体的なこれまでの取組経過でございますが、資料５
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をごらんいただきたいと思います。資料５の「東京２０２０オリンピッ

ク・パラリンピック競技大会に向けた文化プログラムの取組経過」でござ

います。 

最初の１の「文化・芸術活動助成事業の活用」でございますが、企画提

案事業に新たなテーマ「レガシーの創出に向けた新たな文化芸術の創造～

杉並～国内外へ文化を発信～」を追加設定といたしました。このテーマに

つきましては、５件の応募がございまして、３件の事業を決定いたしまし

た。そのうち、５月に実施されたあさがや能・狂言の会では、阿佐ヶ谷神

明宮の能楽殿を舞台に、多くの来場者がございました。 

次に「協働事業における和文化発信に向けた取組」ですが、昨年８月に

和文化をテーマとして、アートストリート展を行いました。参考に、資料

６「ＢＡＴＡ ＡＲＴ ＥＸＩＢＩＴＩＯＮ」のパンフレットを見ていた

だければと思います。今年度は東京２０２０大会の２年前公認プログラム

として、７月２３日から８月５日まで、規模を拡大して実施をしてまいり

ます。イベント名は、先ほど言いました「ＢＡＴＡ ＡＲＴ ＥＸＩＢＩ

ＴＩＯＮ」で、「七夕」の「バタ」、「川端通り」の「バタ」、「道端」の「バ

タ」に由来して名づけております。杉並区内を中心に活動するアーティス

ト、地元商店街、地域や学生と連携して、民家の軒先や倉庫、会社のショー

ウィンドウなどに展示をしてまいります。 

次に、３の「アートサポーターの育成」でございます。ことし５月から

６月に「すぎなみ地域大学」で全４回の講座を実施しております。１９名

が受講しまして、そのうち１５名がサポーター登録を行いました。昨年度

の登録者と同じく、アートサポーターには文化芸術活動助成金事業のモニ

タリングも行ってもらい、鑑賞結果をレポートにまとめてもらうことで、

区民の目による助成金事業のチェック体制を構築いたしました。また、２

のＢＡＴＡ ＡＲＴや、秋に区内で行うアートイベントのサポーターとし

ても活躍してもらう予定でございます。 

次に、裏面の（４）「交流自治体『南相馬市』との連携、教育部局との

連携」でございます。東京オリンピック組織委員会の定めました「アクショ

ン＆レガシー」の中で、復興をテーマの１つに掲げております。その復興

を後押しする目的として、昨年１１月に行われました「南相馬市子ども文

化芸術交流事業」に、区内にあります女子美術大学の学生ら１２名と、区

内の小学生６名が参加をいたしました。南相馬市と交流のある自治体の小

学生も４２名、文化芸術を通した南相馬市の復興をＰＲしていくため、市

のシンボルであります「馬」をテーマにした段ボールアートに挑戦をいた

しました。また、９月上旬には、阿佐ヶ谷美術専門学校が南相馬市で藍染

めや農業体験、市民との交流を今後の創作活動につなげていくといった活

動をしております。 

最後に、５の「杉並の魅力を国内外へ発信する取組」でございます。杉

並のクリエイティブなヒト・コト・モノを記録しました小冊子「ＳＵＧＩ
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ＮＡＭＩ ＡＲＴ ＣＡＴＡＬＯＧＵＥ（英語版）」を制作し、区内の宿

泊施設や、日本橋にある「ふるさと情報コーナー」で配布をいたしました。 

そのほか、区役所ロビーでオリパラカウントダウンディスプレイの設置

や、国際交流・異文化交流を進める「東京高円寺阿波おどり台湾公演」の

実施を推進してまいりました。来年度もこれを実施する予定でございま

す。以上でございます。 

会長 どうもありがとうございました。今、配布資料の４あるいは５に沿った

形で、この間の経過、取組というのをご説明いただきました。今日もいろ

いろなところに出ておりますが、ちょうどき今日が２０２０オリンピック

の開会日の２年前ということだそうで、それに向けての意識がかなり高

まってきているところかと思います。 

４の資料の中に、審議会の検討経過の資料が６ページにございまして、

なるほどと思って見ておりました。昨年３回のこの審議会での審議におい

て、東京２０２０オリンピック・パラリンピック競技大会に向けた文化プ

ログラムの取組について、回を重ねながらご議論いただいたことが書かれ

ていて、なるほど、そうかというふうに思ってお聞きしていたところです。 

昨年７月、やはりこの時期に最終案が提示されて、８月に文化プログラ

ムの取組が決定されたということで、その後の経過についても資料５等を

使いまして、ご説明があったところだと理解しております。ちょっと私の

理解が追いついているかどうか分かりませんが。 

先ほどの文化・交流課長のご説明を受けまして、ご報告に関して何かご

意見、ご質問等ございましたら、出していただければと思います。ここか

らは、特にどういう流れでいかないといけないということが決まってない

ようですので、ご自由に意見をお出しいただければと思います。特にすば

らしかったとか、ここはよかったとかいうことがございましたら、どんど

ん出していただけると、私などは空白であった２年間の情報を入れること

ができて、大変助かるかなと思っておりますので、何かお気づきの点がご

ざいましたら、お願いできればと思います。 

大体、どの事業も予定どおりといいますか、集客も含めて、順調に実施

されたということでしょうか。 

文化・交流課長 この文化プログラムを作成というか、いろいろ意見をいただいた中で、

何か新しいことをつくり上げるというよりも、既存の事業を少し変えてい

きながら実施をしてまいりました。特に２の「協働事業における和文化発

信に向けた取組」につきましては、非常に好評をいただいております。今

回、阿佐ヶ谷駅の周辺の川端通りの商店街さんを中心に実施してきたわけ

ですが、この取組を参考に、今川の地域の方々も、観泉寺を中心としたに

ぎわい創出をやっていきたいということで、自主的な形で手が挙がってく

るということも出てきておりますので、そういう意味では一定の効果はあ

るのではないかと感じているところでございます。 

会長 委員の方、それぞれ何か印象に残っている事業とかございましたら、ご
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披露いただけるとありがたいと思っています。 

委員 私は、先ほどご紹介があったアートサポーターの講座に２回。１回目は

最終回、今年度は一番初めの回に出席させていただいて、ファシリテー

ターというか講師を務めさせていただきました。今まで積極的にアートの

活動をしていらっしゃる方たちというよりは、一般の市民の方たちで、人

数は１０人前後でそんなに多いわけではないのですが、すごく、何かやり

たいという区民の皆さんの意欲と、それに対して主に今は助成金の活動を

見ていただいくという、具体的にやっていく仕事があるという出口が設け

られていて、その仕組みが少しずつ働き出していると思っています。 

こういう活動は、非常に時間のかかる作業ですが、手をつけなければ絶

対に始まらない作業なので、将来、杉並に何か直接ものをつくる人たち、

それを見る人たち、その間をつなぐ人たちというようなつながりをつくり

出す試みを、オリンピック・パラリンピックを機会に、できたことは非常

によかったのではないかと思っています。去年の成果発表はなかなか面白

くて、僕も最後の講評で１つ１つのおもしろさを申し上げたのですが、こ

としもどういう卒業生、修了者の方が出るか、楽しみにしております。 

会長 資料５の「アートサポーターの育成…『取組』（３）」のところに、今、

佐藤委員がおっしゃったような中身が書いてありますが、文化芸術活動助

成金事業のいろいろな工夫がされている助成金なのですが、使い方、その

団体さんがどういう狙いで助成してもらったお金を生かしたいのかとい

うことを審査の段階で反映できるような仕組みになっておりまして、使う

側のことを考えた助成金のシステムだと、評価しているところなのです

が、ここに書いてありますように、市民の人たちが観賞結果をレポートに

まとめるということで、助成事業を必ず見に行く、チェックをするという

ことは、１つの非常に新しい試みではないかなと思います。区民の関わり

の１つの形として、ほかの自治体にも参考にしてもらいたいような内容で

はないかと思っております。ほかに、どなたか。 

委員 アートサポーターについてですが、今おっしゃった最終回の成果発表会

に参加をさせていただきました。ことし、このアートサポーターを修了し

た方々が、こういった視点でこういう取組がとても良かったのではないか

とか、こういう視点があるということをプレゼンテーションされたのです

が、プログラムが非常に効果的に使われていたなというのは感じました。 

実際にワークショップに行って、それを見てきたことをプレゼンすると

いう内容だったのですが、一例を挙げますと、入り口のところにこういう

ふうな案内があるのだけれども、一般の人にはあまり芸術がわからないの

で、そこにわかりやすい一言があったほうがいいと、非常に区民レベルの

視点が入っていたところがとてもよかったなという気がいたしましたの

で、つけ加えさせていただきます。 

あと１つ、これから課題だなと思っているのが、オリンピックまであと

２年というところに来まして、どうしても他の区に比べますと、実際に試
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合があったり、会場になっていないということを考えると、やはり杉並の

子どもたちがオリ・パラについて自分事がまだできていない部分、ピンと

来ていない、本当に２年後、自分たちの東京にやって来るというリアリ

ティがあと２年でどのくらいついていって、自分事にできるのかという部

分については、やや課題があるのかなという気がしております。 

会長 ありがとうございました。ぜひこの機会に、この１年なり２年なりのオ

リンピック・パラリンピックに向けた取組について、お感じになっている

ことがあれば、ご披露いただけるとありがたいと思います。 

よろしいでしょうか。では、あとでも何かお気づきになりましたら、そ

のときにでもご発言いただければと思います。 

 （２） アーカイブ映像事業（平成２５年度～）について 

会長 それでは、きょうの議題として用意されておりますもう１件の報告事項

「アーカイブ映像事業について」事務局から説明をお願いします。 

文化・交流課長 それでは、資料７をご覧いただきたいと思います。資料７と振っており

ませんが、「杉並ゆかりの文化人」と書いてあるチラシでございます。こ

ちらをごらんいただきながら、ご説明をさせていただきたいと思います。

この事業につきましては、平成２５年度から、杉並にゆかりのある文化人、

芸術家の活動の軌跡を、区の貴重な文化財産として記録・保存して、後世

に伝えるための映像作品を制作していくというものでございます。１本目

の、洋画家の佐野ぬいさんから始まりまして、これまで落語家の古今亭志

ん輔さんまで、１４本の映像作品を制作してまいりました。 

映像作品につきましては、小中学校全校に配布しているほか、図書館へ

貸出資料として配布、区ホームページへの掲載、ユーチューブ上での公開

をしてございます。ユーチューブ上での再生回数は、７月現在で２万３，

０００回となってございます。また、これまでアーカイブ映像を活用いた

しまして、小学校の授業での活用や、図書館などでの上映会などが行われ

ています。 

今年度の映像作品は、作家の角田光代さんを予定してございます。この

映像制作で全１５作品となりまして、アーカイブ事業につきましては、こ

の作品をもって終了することになってございます。それでは、ここで昨年

度制作いたしました映像作品の予告編、１分のものと、古今亭志ん輔さん

の１５分の作品を紹介させていただきたいと思います。 

 （動画上映） 

文化・交流課長 これが１５分バージョンで、フルバージョンは４５分になります。これ

が今回で１４作品目ということで、１４作品全て、この１５分版と４５分

版という形で制作をしております。先ほど言いましたように、今年度、作

家の角田光代さんの作品をもって１５作品としまして、このアーカイブ事

業につきましては一旦終了するということでございます。 

アーカイブ事業につきましては以上でございます。 

会長 ご紹介いただきまして、ありがとうございました。１５分の映像も、拝
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見する機会があって、非常に良かったと思います。これらは１４作品つく

られて、小中学校でも活用されており、図書館にも置かれているというこ

とで……。 

文化・交流課長 今、山村委員が遅れて来られましたので、ご挨拶いただければ。 

委員 本日は遅れて大変申し訳ございませんでした。 

私、女子美術大学アートデザイン表現学科ファッションテキスタイル表

現領域の山村美紀と申します。どうぞよろしくお願いいたします。 

会長 ありがとうございました。この審議会はいろいろな立場の方にお入りい

ただいていますので、テーマによってご発言、ご紹介いただけることがあ

るかと思いますので。今日は、特に用意されてはいませんが、今後の議論、

審議ということで、皆様のご意見を伺えればと思っております。 

それでは、先ほどの映像について、あるいは広くこのアーカイブ映像事

業について、何か皆様からご意見ございますでしょうか。 

最近は若手まで広がってきたという感じなのですかね。 

文化・交流課長 当初は、人間国宝と言われるような方々を中心にということで考えてい

たのですが、作品の制作を重ねていく中で、年齢に関係なく、杉並にゆか

りがあって、著名な方であれば、課内で意見を出し合いながら決めていく

というような形で、かなり広いバリエーションに変わっていったというこ

とでございます。 

会長 古今亭志ん輔については、高円寺での寄席にずっと関わりがあって、と

いうご紹介だったと思いますが、今の映像に限らず、この事業に関しての

何か活用法の提言ということも書いてあったりするのですが、ございまし

たらお願いできればと思います。よろしいでしょうか。 

それでは、今日用意されたテーマは以上のようでございます。何か皆さ

ん、今日のテーマに限らず、杉並区の芸術・文化振興に関する話題で、ご

発言の機会が欲しいということでしたら、この際ですので、お手を挙げて

いただきたいと思いますが、いかがでしょうか。 

では、具体的にご議論いただくテーマが用意されているときには、皆さ

ん、ご発言いただけるかと思いますので、きょうのところは、この回とし

ては、議題としては以上ということにさせていただければと思います。 

 （２） その他 

会長 最後に「その他」ということでございますが、事務局から何かあればお

願いします。 

文化・交流課長 それでは最後に、今後の予定についてご説明をさせていただきたいと思

います。まず、この審議会でございますが、今年度は２つのことに取り組

んでいくということで考えております。 

１つ目は、先ほど概要説明をさせていただきました杉並区の文化プログ

ラムの取組につきまして、今後も内容等、取組をブラッシュアップさせて

いきたいと考えておりますので、また審議会の中でご意見をいただいてい

きたいと思っております。 
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２つ目は、今年度、３年に一度の文化芸術活動の助成制度の見直しをす

る年に当たっております。そのため、助成の状況を検証評価をし、見直し

を行っていきたいと思いますので、その２点を審議会のほうで協議をして

いただきたいと思っております。 

また、この審議会の事務局案につきましては、事前にこちらから審議会

の皆様のほうにお配りさせていただきますので、よろしくお願いしたいと

思います。 

次回の日程につきましては、後日、メールで日程、予定等の調整を皆さ

んにさせていただきますので、よろしくお願いしたいと思います。 

先ほど部会員を決めていただきましたが、部会員の方には助成金の審査

をしていただくことになりますので、予定としましては、９月中旬に１回

から２回、この審議会とは別に部会で集まっていただくということになり

ます。部会の日時等につきましても、後日、事務局からご連絡をさせてい

ただき、調整させていただきますので、よろしくお願いしたいと思います。 

私からは以上でございます。 

会長  今後の予定について、ご説明がありました。杉並区の文化プログラムの

取組をブラッシュアップするということ、３年に一度の助成制度の見直し

について事務局案を次回提示して、ご意見を伺うということでございま

す。よろしいでしょうか。 

 そういたしますと、いろいろ取組がなされていて、２０２０年に向けて

の取組も行われているということでございますので、皆様、お気づきの点

があれば、ご提言をいただければと思いますが、今日のところは以上で審

議のほうは終了とさせていただきたいと思います。 

 どうもお疲れさまでございました。ありがとうございました。 

 － 閉会 －  （午後６時５６分） 

 



平成 30 年 7 月 24 日 
東棟 6階教育委員会室 
午後 6時～ 

 
 
平成 30 年度 第１回 杉並区文化・芸術振興審議会 次第 

 
 
１ 開会 
 
 
２ 審議会委員の委嘱 

 
 
３ 審議会委員の紹介 
 
 
４ 会長の選出 
 
 
５ 副会長の指名 
 
 
６ 部会の設置、部会委員の指名 
 

 
７ 報告事項 
 （１）東京 2020 オリンピック・パラリンピックに向けた取組経過について 
 （２）アーカイブ映像事業（平成 25 年度～）について 
（３）その他 

 
 
 
【配布資料】 

資料 1： 杉並区文化・芸術振興審議会委員名簿 

資料 2： 第１回杉並区文化・芸術振興審議会 席次表    

資料 3: 杉並区文化・芸術振興審議会条例、部会設置に関する取り決め 

資料 4： 東京 2020 オリンピック･パラリンピックに向けた文化プログラムの取組 

資料 5: 東京 2020 オリンピック･パラリンピックに向けた取組経過について 

資料 6： 和文化発信プログラム「BATA ART EXHIBITION」パンフレット 

資料 7: 杉並ゆかりの文化人リーフレット 

 



平成30年第1回　杉並区文化・芸術振興審議会

（敬称略）

№ 氏名 所属等 備考

1 板倉
いたくら

　徳枝
のりえ

杉並ユネスコ協会副会長

2 菊地
きくち

　一浩
かずひろ

杉並公会堂館長

3 後藤
ごとう

　朋
とも

俊
とし

日本フィルハーモニー交響楽団　常務理事兼事務局長

4 坂根
さかね

　シルック 東京農工大学リーディング大学院　特任准教授

5 佐藤
さとう

　　信
まこと

演出家、杉並芸術会館（座・高円寺）芸術監督

6 曽田
そた

　修司
しゅうじ

跡見学園女子大学　マネジメント学部　マネジメント学科　教授

7 谷原
たにはら

　博子
ひろこ

学校・地域コーディネーター

8 中村
なかむら

　陽一
よういち

立教大学　21世紀社会デザイン研究科　教授

9 花柳
はなやぎ

　琢兵衛
たくべえ

杉並区文化団体連合会　会長

10 山村
やまむら

　美紀
みき

女子美術大学 芸術学部　アートデザイン表現学科　准教授

11 米屋
よねや

　尚子
なおこ

日本芸能実演家団体協議会　実演芸術振興部長

杉並区文化・芸術振興審議会委員名簿

資料１



会長 副会長

谷原　博子　委員 後藤　朋俊 委員

坂根シルック　委員 菊地　一浩　委員

佐藤　信　委員 米屋　尚子　委員

花柳琢兵衛　委員 山村　美紀　委員

板倉 徳枝　委員 中村　陽一　委員

曽田　修司　委員

第１回杉並区文化・芸術振興審議会 席次表

幸
内
文
化
・
交
流
課
長

資料２

安
藤
地
域
活
性
化
担
当
部
長



 

資料３－１ 

 

杉並区文化・芸術振興審議会条例 

平成24年３月22日 

条例第15号 

（設置） 

第１条 文化・芸術の振興に関して必要な事項を調査審議するため、区長の附属機関として、杉並区

文化・芸術振興審議会（以下「審議会」という。）を置く。 

（所掌事項） 

第２条 審議会は、次に掲げる事項について、区長の諮問に応じ、答申する。 

(１) 文化・芸術の振興に関する重要な事項 

(２) 文化・芸術の振興に係る活動に対する助成に関する事項 

２ 審議会は、前項各号に規定する事項に関し、区長に意見を述べることができる。 

（組織） 

第３条 審議会は、次に掲げる者につき、区長が委嘱する委員12人以内をもって組織する。 

(１) 文化・芸術活動関係者 ６人以内 

(２) 学識経験者 ２人以内 

(３) その他区長が適当と認める者 ４人以内 

２ 委員の任期は、２年とし、再任されることを妨げない。ただし、補欠の委員の任期は、前任者の

残任期間とする。 

（会長及び副会長） 

第４条 審議会に会長を置き、委員の互選によりこれを定める。 

２ 会長は、審議会を代表し、会務を総理する。 

３ 審議会に副会長１人を置き、会長が指名する委員をもってこれに充てる。 

４ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるときは、その職務を代理する。 

（会議） 

第５条 審議会は、会長が招集する。 

２ 審議会は、委員の半数以上の出席がなければ、会議を開くことができない。 

３ 審議会の議事は、出席した委員の過半数で決し、可否同数のときは、会長の決するところによる。 

４ 審議会の会議は、公開とする。ただし、審議会の議決があったときは、非公開とすることができ

る。 

（部会） 

第６条 審議会に、特定の事項について調査審議するため、部会を置くことができる。 

２ 部会の委員及び部会長は、第３条第１項に規定する委員のうちから、会長が指名する。 

３ 部会の会議は、公開とする。ただし、部会の議決があったときは、非公開とすることができる。 

４ 前３項に定めるもののほか、部会について必要な事項は、審議会が定める。 

（委員以外の者の出席等） 

第７条 審議会及び部会は、調査審議のため必要があると認めるときは、委員以外の者を出席させて

意見を聴き、又は委員以外の者から必要な資料の提出を求めることができる。 

（委任） 

第８条 この条例の施行に関し必要な事項は、規則で定める。 

附 則 

１ この条例は、平成24年４月１日から施行する。 

２ 杉並区附属機関の構成員の報酬及び費用弁償に関する条例（昭和50年杉並区条例第31号）の一部

を次のように改正する。 

〔次のよう〕略 



資料３－２ 

 

杉並区文化・芸術振興審議会の部会設置に関する取り決め 

 

杉並区文化・芸術振興審議会条例第６条に基づき、部会を設置する。 

 

１ 名称 

  杉並区文化・芸術活動助成金審査部会 

 

２ 目的・役割 

   杉並区文化芸術活動助成金交付要綱に基づき、杉並区文化芸術活動助成金（以下、

「助成金」という。）の審査及び決定すること。ただし、必要に応じて、審議会に

部会の審査結果を報告し、審議会にて決定することができる。 

なお、応募者に対する審査結果は、いずれの場合も審議会名で通知する。 

 

３ 助成金の内容（平成 30 年度） 

  （１）年間予算 1,000 万 

  （２）募集回数 ２回（企画提案：１回） 

  （３）種  類 ３つ 

 事業名称 対 象 

１ 文化芸術活動 区内在住の個人または区内に活動拠点を持つ団体が、区内で

実施する杉並の魅力を高める質の高い文化芸術活動事業や、

区民が参加・体験し、地域に広く波及していく文化芸術活動

事業 

２ 企画提案 区が提示するテーマに対しての応募事業 

① こどもたちの想像力と思考力を育む事業 

② レガシーの創出に向けた新たな文化芸術の創造 

３ 大会参加支援 国内で開催された全国規模の大会、または海外での有名コン

クール等に出場し若手アーティスト（おおむね 30 歳以下） 

 

４ 部会長及び部委員 

  審議会会長が指名する。 



資料４ 
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１ 文化・芸術活動の現状 

（１）文化施策の現状 

杉並区は「杉並区基本構想」の実現に向け「杉並区総合計画」を策定し、「人を育み共に

つながる心豊かなまち」を目標に掲げ、区民の多様な文化・芸術活動の支援やまちの魅力

を高める取組を推進している。 

また、目標の達成に向けた具体的な取組として「杉並区実行計画」に３つの柱を挙げて

いる。１つ目は「文化・芸術活動の支援」である。文化・芸術振興審議会の運営とともに、

区民や区内に拠点を持つ団体が行う多様な文化活動や創造的な芸術活動を支援している。

２つ目は「文化・芸術に親しむ機会の充実」である。区内の文化・芸術活動に関する情報

の収集と発信、日本の古典に親しむ事業の実施や機会の充実を図っている。３つ目は「オ

リンピック・パラリンピック事業の推進」である。文化の祭典でもある東京 2020 オリンピ

ック・パラリンピック競技大会に向け、杉並の魅力を広く国内外に発信していく取組を進

めている。 

 

（２）アクション＆レガシープラン 

アクション＆レガシープランとは、東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会に

向けたロードマップである。大会組織委員会はこのアクション＆レガシープランを「東京

2020大会に一人でも多くの方に参画して頂き（アクション）、そして東京2020大会をきっか

けにした成果を未来につなげる（レガシー）のための取組」と定義し、計画的にアクショ

ンに取り組み、各分野にハード・ソフトの両面にわたるレガシーを創出することで、次代

の日本社会の姿を子どもたちに示していくとしている。 

 

（３）文化プログラム 

文化プログラムとは、音楽・演劇・ダンス・美術・映画・ファッション等の様々な分野

における文化的な取組の総称である。 

 

 

２ 東京 2020 オリンピック・パラリンピック競技大会に向けた取組 

（１）杉並区が目指すアクションとレガシー 

杉並区には、杉並公会堂や杉並芸術会館といったハードとしての資源と、そうした施設

等で行われているソフトとしての資源がある。また、大学や専門学校をはじめ、文化・芸

術の分野で活躍する人材も多い。 

東京 2020 オリンピック・パラリンピック競技大会に向けた取組は、一過性の大きなイベ

ントを行うのではなく、草の根的にこれら既存資源への支援を強化し発展させていくこと

で、区民参加（アクション）を促していく。 

そして、杉並区ではレガシーを「未来へ繋がる感動や体験」と捉え、文化プログラムへ

の支援に積極的に取り組んでいくことで、子どもたちをはじめ杉並区に住む全ての人が「杉

並に住んでいて良かった」と感じることができる感動・体験の場を創出していく。 
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（２）杉並区が掲げる目標 

杉並区は次の３点を目標と定め、東京 2020 オリンピック・パラリンピック競技大会に

向けアクションを行い、レガシーの創出に取り組んでいくこととする。 

 

 

○杉並が持つ文化・芸術・人材等の既存資源を活用し、新しい価値観・感動を

生み出すことで、「SUGINAMI」を国内外へ発信していく。 

 

○区内の文化・芸術に関する環境を整え、次世代を担う子どもたちに感動と体

験の場を提供していく。 

 

○文化プログラムへの支援を通じて、より多くの区民がオリンピック・パラリ

ンピックに参加する機会を創出していく。 

 

 

３ 目標の達成に向けた具体的な取組 

 新しい価値観・感動を生み出していくためには、区内で行われている様々な文化プログ

ラムの中でも、より「創造性、先進性に富む事業」、「区民の関わり、地域への波及効果が

ある事業」に対し支援を行っていく必要がある。 

また、2020 年以降を見据え、区内の文化・芸術に関する環境を整え、次世代を担う子ど

もたちに感動と体験の場を提供していくためには、個々に行われている文化プログラムに

大きな方向性を持たせ、新しい価値を創造していく人材が必要である。 

 先に掲げた目標の達成に向け、杉並区は次の６つの取組を推進していく。 

 

（１）文化・芸術活動助成金事業の活用 

区は、区内で行われる文化・芸術活動事業に係る経費の一部を助成することで、区民の

文化・芸術活動への参加や鑑賞機会の拡充を進めている。 

現在、「文化芸術活動事業」、「企画提案事業」、「大会等参加支援事業」の３つのプログラ

ムを展開しているが、このうち企画提案事業は、区が提示するテーマに対して応募者から

事業の企画提案（プレゼンテーション）を受け、助成を行うものである。 

企画提案事業に東京 2020 オリンピック・パラリンピック競技大会に向け新たなテーマを

設定し、その取組を支援することで、文化・芸術活動への参加、鑑賞機会の拡充を図ると

ともに、杉並の魅力を広く国内外に発信していく。 

【新たなテーマ】 

レガシーの創出に向けた新たな文化芸術の創造～杉並から国内外へ文化を発信～ 

【概 要】 

事業の育成にも焦点をあて、2018 年４月～2020 年 12 月を事業の対象期間とし継続的

な助成をしていく。また、新たなテーマへの応募に限り、応募資格にて「平成 24 年６月
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以降３回まで」と定めている当助成金事業の助成回数制限を撤廃し、実行力があり、区民

への波及効果が高い事業への助成を目指す。 

 

（２）協働提案事業における和文化発信に向けた取組 

区は、「文化・芸術の創造性を活かしたまちの魅力づくり」をテーマに協働提案事業「す

ぎなみ戦略的アートプロジェクト※」に取り組んでいる。この取組において、阿佐ヶ谷を

中心に活動するアーティストが中心となり、地元商店街や地域の学生と連携して「和文

化」をテーマとしたアート展示を行う。 

実施にあたっては、一過性の催しで終わることなく、既に地域に根付いている催しを

補完するような企画とし、東京 2020 オリンピック・パラリンピック競技大会後も地域で

文化・芸術活動を支えていくことができる体制の構築を目指す。 

【概 要】 

「阿佐谷七夕まつり」の時期にあわせ、阿佐谷の街で、昔から七夕で親しまれてきた

藁馬、紙の着物、くすだま・ふきながしなど「七夕」をテーマとしたアート展を開催す

る。また、小学生向けにワークショップを行い、制作した作品を会場で展示するなど、

地域の方も参加できる仕組みとする。 

観光部門とも連携をとり、外国人向けに和食や書道の体験、浴衣の着付けを行うなど、

七夕以外の和文化も見学・体験できる場を提供していく。 

  

※ すぎなみ戦略的アートプロジェクト…区民が創作した作品の展示・発表の場を確保し、気軽に文化・芸

術に親しめる機会を充実させることを目的とした事業。「ギャラリーの発掘」、「アート情報の収集・発信」、

「ネットワークの構築」という３つの取組を柱としている。 

 

 

（３）アートサポーターの育成 

アートサポーターとは、多くの方にアートを身近に感じていただくきっかけを作り、

区民目線で区民が行う文化芸術活動を評価するなど、区の文化芸術活動を下支えする区

認定のサポーターである。個々に行われている文化プログラムに大きな方向性を持たせ、

レガシーを創出していくにはサポーターの存在が欠かせない。すぎなみ地域大学※にてア

ートサポーター講座を開講し、新しい価値観・感動を生み出していくことができる人材

の育成に取り組む。 

 【概 要】 

講座修了後は、協働事業のサポーターとして活動していくとともに、区の助成金対象

事業を区民モニターとして鑑賞し、その評価を助成金審査に反映させるなど、講座で学

んだ知識を活かすことができる場の提供も目指す。 

 

※ すぎなみ地域大学…地域活動に必要な知識・技術を学び、仲間を拡げ、区民自らが地域社会に貢献する

人材、協働の担い手として活躍していくための学びの場。 
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（４）交流自治体「南相馬市」との連携 

東日本大震災から 6 年が経過したが、その復興は道半ばである。東京 2020 オリンピッ

ク・パラリンピック競技大会は「復興」を１つのテーマに掲げているが、多くのアーテ

ィストが作品発表の場を求めている杉並区と、豊かな自然や施設を有する交流自治体の

南相馬市が連携し、アートによる交流を「復興」に繋げていく。 

交流を進めるにあたり、地元の人々を巻き込み、地域イベントへの参加や子どもたち

向けワークショップを行うなど、感動・体験の場を創出していく。 

また、南相馬市の諸団体協力のもと、地域の木材・食材・伝統文化等を活用した商品

を開発し、杉並区でも販売するなど相互に恩恵がある仕組みを構築する。 

【具体例】 

  ・「南相馬市子ども文化芸術交流事業※」において女子美術大学の生徒がワークショ

ップを実施。 

  ・復興した常磐線の PR を目指し、女子美術大学の生徒が地元小学生と共に「ゆるキ

ャラ」を制作。 

  ・阿佐ヶ谷美術専門学校の生徒が、授業の一環として南相馬市にて藍染や農業を体

験。市民との交流を創作活動に繋げていく。 

 

※ 南相馬市子ども文化芸術交流事業…野球や駅伝などスポーツが主であった自治体間交流の輪を文化

芸術の分野に広げていくための事業。南相馬市と交流のある自治体の小中学生を招待し、アートワー

クショップ等を通じて交流を行う。 

 

 

（５）杉並の魅力を国内外へ発信する取組 

前述してきたように、杉並区はハード面、ソフト面ともに多くの魅力で溢れている。

これら地域に根ざした魅力は、積極的に地域外へ発信することによって、更に多くの人々

を惹きつけることができる。行政の発信となると「広く浅く」が基本となってしまうが、

より効率的な発信をしていくためにも、ターゲット層を絞り、その層に届く方法を考え

ていく必要がある。 

特に、従来行政が苦手としてきた外国人や若年層向けの発信には、多言語表記や SNS

等の活用が不可欠である。 

多言語対応は、大きく分けて①人的対応（ソフト面）と②表示・標識等による対応（ハ

ード面）がある。また、最近では翻訳アプリやデジタルサイネージ※などの ICT(情報通

信技術)といった①②を補完するツールも脚光を浴びている。これらにつき関係部署と連

携の上、積極的に取り入れていく。 

SNS 等の活用は、既に区ホームページ等で行っているものの閲覧回数も少なく効果は

限定的であると言わざるを得ない。ターゲットを絞った効果的な発信を行っていくため

には、ノウハウを持つ民間事業者の活用も一つの選択肢であると考える。 
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【具体例】 

・台湾をはじめとする中国語圏の方に向け杉並を PR していくためのショートムフィ

ルム「となり街・高円寺」を制作 

・杉並で活動するアーティストを紹介する英語版小冊子「SUGIANMI ART 

CATALOGUE」の発行 

・国際交流・異文化理解を進める「東京高円寺阿波おどり台湾公演」の推進 

 

※デジタルサイネージ…屋外・店頭・公共空間・交通機関など、あらゆる場所で、ディスプレイなどの電

子的な表示機器を使って情報を発信するシステムの総称。 

 

 

（６）教育部局との連携 

東京 2020 オリンピック・パラリンピック競技大会に向け、区内の小中学校にはそれぞ

れ異なる５つの国が指定され、国際理解やオリンピック・パラリンピックを積極的に学

習することになっている。小中学校の児童・生徒が指定を受けた国の応援団を結成し、

その国の方々と一緒になり会場をいっぱいにするなど、「応援＝おもてなし」の実現に向

け、教育部局と連携し取り組んでいく。 

また、東京 2020 オリンピック・パラリンピック競技大会を機に、学校を舞台とした地

域が支えるスポーツ活動、文化・芸術活動の更なる推進に向け、教育部局と連携し取り

組んでいく。 

【具体例】 

・小学校にて国際理解教育やオリンピック・パラリンピック教育を実践する際に、学

校支援本部と連携し、地域人材の掘り起こしを行う。 

・中学校の部活動活性化事業の実施や学校施設の活用により、環境を整えていく。 
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４ 審議会の検討経過 

 

平成 28 年度 

開催日 主な議事 

平成 28 年 7 月 1 日 委員委嘱、会長選出、副会長指名 

東京 2020 オリンピック・パラリンピック競技大会に向けた

取組について 

平成 28 年 10 月 25 日 文化・芸術振興事業の概要 

「東京 2020 アクション＆レガシープラン 2016」を受けて

（自由意見） 

平成 29 年 1 月 10 日 第 2 回杉並区文化・芸術振興審議会自由意見の要旨 

東京 2020 オリンピック・パラリンピック競技大会に向けた

文化プログラムの取組（草案）の提示 

平成 29 年度   

開催日 主な議事 

平成 29 年 5 月 25 日 東京 2020 オリンピック・パラリンピック競技大会に向けた

文化プログラムの取組（草案 2）の提示 

平成 29 年 7 月 21 日 東京 2020 オリンピック・パラリンピック競技大会に向けた

文化プログラムの取組（最終案）の提示 

平成 29 年 8 月 15 日 東京 2020 オリンピック・パラリンピック競技大会に向けた

文化プログラムの取組 決定 
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５ 杉並区文化・芸術振興審議会委員名簿 

 

№   氏名 所属等 備考 

1 

文
化
・
芸
術
活
動
関
係
者 

佐藤 信 演出家/杉並芸術会館（座・高円寺）芸術監督 会長 

2 板倉 徳枝 杉並ユネスコ協会 副会長 副会長 

3 菊地 一浩 杉並公会堂 館長   

4 後藤 朋俊 
公益財団法人日本フィルハーモニー交響楽団 

常務理事・事務長 
  

5 花柳 琢兵衛 杉並区文化団体連合会 会長   

6 ヤマザキ ミノリ 女子美術大学 教授   

7 米屋 尚子 
公益社団法人 日本芸能実演家団体協議会 

実演芸術振興部長  

8 

学
識
経
験
者 

中村 陽一 立教大学 教授 
 

9 
そ
の
他
区
長
が
適
当
と
認
め
る
者 

坂根 シルック 
東京農工大学リーディング大学院  

特任准教授 
  

10 鈴木 伸一 杉並アニメーションミュージアム館長   

11 谷原 博子 学校・地域コーディネーター   

 

 

 

 

 

 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東京 2020 オリンピック・パラリンピック競技大会に向けた 

文化プログラムの取組 

 
 

杉並区文化・芸術振興審議会 

 

 

 平成 29 年８月 

 

        杉並区区民生活部文化・交流課 



資料５ 

 

東京 2020 オリンピック・パラリンピック競技大会に 

向けた文化プログラムの取組経過について 
 

 

  平成 29 年８月に取りまとめた「東京 2020 オリンピック・パラリンピック競技

大会に向けた文化プログラムの取組」について、その後の６つの取組経過を以下

のとおり報告する。 

 

 

１ 文化・芸術活動助成金事業の活用…「取組」（１） 

企画提案事業に新たなテーマ「レガシーの創出に向けた新たな文化芸術の創造

～杉並から国内外へ文化を発信～」を追加設定。当該テーマには５件の応募があ

り、３月の審議会にて３件の対象事業を決定した。 

《注目事業》 

 あさがや能・狂言の会 第２回阿佐谷薪能 助成金額 80 万 

  

 

             

             

 

 

 

    

 

 

２ 協働事業における和文化発信に向けた取組…「取組」（２） 

平成 29 年８月に「和文化」をテーマとしたアートストリート展「BATA
バ タ

 ART
アート

 

EXHIBITION
エ ク シ ビ シ ョ ン

」を行った。今年度は、東京 2020 大会の２年前公認プログラムとし

て、７月 23 日～８月５日に規模を拡大して行う（コミュかる７月号参照）。 

※由来：「七夕（バタ）」×「川端（バタ）通り」×「道端（バタ）」 

 

３ アートサポーターの育成…「取組」（３） 

平成 30 年５月～６月に「すぎなみ地域大学」にて全４回の講座を実施。19名

が受講し、うち 15 名がサポーターとして登録を行った。 

昨年度の登録者と同じく、アートサポーターには、文化芸術活動助成金事業の

モニタリングを行ってもらう。鑑賞結果をレポートにまとめもらうことで、区民

の目による助成事業のチェック体制を構築した。 

また、２の BATA ART や秋に区内で行うアートイベントのサポーターとしても

活躍が期待できる。 

5 月 18 日（金）17 時 40 分～ 

阿佐ヶ谷神明宮 能楽殿 

【第 1 部】小学生能講座受講生発表会 

【第 2 部】狂言「附子」、能「土蜘蛛」 

     出演：野村四郎氏ほか 
 

チケット販売数：415 枚 

大人：401 枚、小中学生：12 枚 

外国人枠特別価格チケット：2 枚 

（通常 3,000 円 → 1,000 円） 

 

 



４ 交流自治体「南相馬市」との連携、教育部局との連携…「取組」（４）（６） 

「アクション＆レガシープラン」では、「復興」をテーマの一つに掲げている。

その復興の後押しを目的として、平成 29 年 11 月に行われた「南相馬市子ども文

化芸術交流事業」に、女子美術大学の学生ら 12 名と区内の小学生６名が参加。

南相馬市や市と交流のある自治体の小中学生 42 名と、文化芸術を通して南相馬

の復興を PR していくため、市のシンボルである「馬」をテーマにした段ボール

アートに挑戦した。制作した馬の段ボールアートは、南相馬市役所等での展示を

経て、平成 30 年６月に杉並区役所で実施した武者絵展と合わせて展示した。 

また、阿佐ヶ谷美術専門学校の生徒が、授業の一環として南相馬市にて藍染や

農業を体験。市民との交流を創作活動に繋げていく。 

 

 

 

 

                        

 

 

 

 

 

 

５ 杉並の魅力を国内外へ発信する取組…「取組」（５） 

杉並のクリエイティブなヒト・コト・モノを記録した小冊子「SUGINAMI ART 

CATALOGUE（英語版）」を制作し、区内の宿泊施設や日本橋にある「ふるさと情報

コーナー」にて配布。 

  また、区役所１回ロビーに、カウントダウンのディスプレイを設置し、東京

2020 大会に向けて機運を高めている。 

  さらに、国際交流・異文化理解を進める「東京高円寺阿波おどり台湾公演」の

実施を推進していく。 

 

 

 

 

 

  

                          

 










